
開校当時の様子① お別れ式と新たな出発(上)

＜写真＞昭和１１年９月１日 長い間一緒に学んだ「園田第一尋常小学校」の先生

や友達とのお別れ式の様子です。両校の全校児童が向かい合います。今日から、「園

田第三尋常小学校」の新しい敷地、新しい校舎に移ります。

園田村の村長さんは、弱冠３９才の第一小学校首席教諭 金井賢次先生を抜擢

して、第三小学校 校長に登用しました。開校当時の職員は下記の通り。金井校長

は、姫路師範付属小学校訓導として培った教育理念に基づき、

１．人間尊重教育

２．自立性を育てる教育

３．勤労精神を培う教育

４．心身の鍛錬教育

５．情操教育

に尽力しました。

校訓は、教鑑（通信簿）の１ページ目に書

かれています。「親ヲ大事ニセヨ」の前文

から始まり、５項目にわたります。儒教の

影響が見られるこの校訓は、毎朝全児童が

暗唱したそうです。
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